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１ 災害の状況

（１）地震

○ 我が国では、木造建築物の多い密集市街地が広い範囲で存在するため、地震による大規模火災

や建物の倒壊などで多大な被害が発生してきました。本県においても、2014 年 11 月の長野県神

城断層地震をはじめ、多くの地震災害が発生しています。 

○ 日本国内においても、1995 年１月の阪神・淡路大震災、2011 年３月の東日本大震災、2016

年４月の熊本地震などの大規模な地震や、2018 年８月の北海道胆振東部地震による大規模停電

（ブラックアウト）が発生しており、本県でも大規模地震の発生する可能性を考慮し、地震に対

する災害医療体制を構築する必要があります。 

 

【表１】日本国内の主な地震災害

名称 発生時期 死者 備考 

阪神・淡路大震災 1995 年 6,434 人   消防庁 

東日本大震災 2011 年 19,729 人   消防庁（2020 年３月 11 日現在） 

平成 28 年熊本地震 2016 年 273 人   消防庁（2019 年４月 12 日現在） 

北海道胆振東部地震 2018 年 43 人 消防庁（2019 年８月 20 日現在） 

（危機管理防災課調）

【表２】長野県内の主な地震災害

名称 発生時期 死者・負傷者 

善光寺地震 1847 年 死者 8,586 人（推定）、負傷者不明 

長野県西部地震 1984 年 死者 29 人、負傷者 10 人 

長野県北部の地震 2011 年 死者３人（災害関連死）、負傷者 12 人 

長野県神城断層地震 2014 年 負傷者 46 人 

（危機管理防災課調） 

（２）風水害等

○ 本県の地形は複雑急峻（きゅうしゅん）なことから、梅雨や台風等による豪雨の際に大規模な

災害が発生しています。また、全国的にも、短時間強雨の発生回数は増加傾向にあり本県でも令

和元年東日本台風災害では、死者 23 人（災害関連死含む）を出すなど、千曲川流域の市町村を

中心に大きな被害をもたらしました。 

○ 20 市町村が豪雪地帯に指定されている県北部を中心に大雪による災害も発生しており、2012

年の大雪災害では死者８人、2014 年の大雪災害では死者４人を出すなど、県内各地に大きな被

害をもたらしました。 

○ 県内には活発な噴気活動のある火山（活火山）が４つあり、2014 年には御嶽山噴火災害が発

生しました。 

第２節 災害時における医療 

第１ 現状と課題


